
医療ツーリズム推進に向けた提言（案）の概要について 

 

１ 医療ツーリズム推進の意義 

愛知県が実施した「訪日外国人向け調査」の結果によれば、日本の医療は海外

からの関心が高く、日本が国際的優位性を有する医療分野において、医療機関の

受入余力を活用し、地域医療に影響を及ぼさない範囲において、外国人患者への

先進的な医療の提供や最先端の医療機器等による検診の実施など、愛知の優れた

医療技術の提供による医療の国際化の推進を図ることが期待される。 

 

２ 医療ツーリズム推進に向けた課題 

  愛知県が実施した県内全病院を対象とした「医療機関向け調査」の結果によれ

ば、医療ツーリズムを推進する上での課題としては、院内表示などの多言語対応

や、医療通訳の確保、外国語のできる医療スタッフの配置など、外国人患者の受

入れに当たっての医療機関の負担が大きいことや、未収金や訴訟・トラブル、あ

るいは外国人患者を医療機関に呼び込む方法がよくわからないといった不安な

どが挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の方向性 

● 外国人患者の円滑な受入れへの支援 

  （①、②、③への対応） 

・多言語対応、医療通訳の育成・確保、外

国人医師等を含めた外国語を話す医師、

看護師等医療スタッフの配置や未収金、

訴訟・トラブルの問題など様々な課題に

ついて、医療ツーリズムを既に実施して

いる医療機関の先進事例等を紹介するな

ど、外国人患者受入れに円滑に取組める

よう支援する。 

・関係者が連携して外国人患者を円滑に受

入れられるよう、検討する場を設けるな

ど、官民一体となった医療ツーリズム推

進を目指す。 

● 海外への情報発信の強化（④への対応） 

・海外での愛知の認知度をさらに高め、愛

知の医療を海外に積極的に紹介できるよ

う、情報発信方法等について強化を図る。

● ビザ（査証）の早期発給（⑤への対応） 

・緊急の場合、ビザ（査証）の早期発給が

可能となるよう、国へ働き掛ける。 

調査結果等からの課題 

① 多言語対応や医療通訳者の育

成・確保、外国語を話す医師、看

護師等医療スタッフの配置が必

要となる。 

② 外国人患者情報の入手など、医

療ツーリズムを実施する上での

関係者間の連携が図られていな

い。 

③ 外国人患者は、日本人患者に比

べて未収金の発生や訴訟・トラブ

ルの可能性が高くなるのではな

いかという不安を医療機関が抱

いている。 

④ 海外での愛知の認知度が低く、

愛知の医療についても知られて

ない。 

⑤ 緊急の場合、早期に外国人患者

を受入れられるようにする必要

がある。 

 

３ 官民一体となった取組の重要性 

  医療ツーリズム推進に関する取組は、官民の役割を明確にし、一体となって進

めていくことが重要である。 

 〈主な官の役割〉 

  ○関係団体等とのネットワークの拡充 ○医療ツーリズムに係る人材育成 

  ○国家戦略特区による規制緩和を活用した、外国人患者を受入れやすくするた

めの環境整備 

 〈主な民の役割〉 

  ○院内表示を多言語化するなど受入体制の整備  ○海外への情報発信 

  ○医療ツーリズムに係る人材確保  ○医療機関同士の連携 

 

４ 医療ツーリズム推進に向けた方策 

(1) あいち医療ツーリズム協議会（仮称）の設置 

医療ツーリズム推進の具体的取組を県内の医療関係者等で協議し、関係者

間の連携を図るため、「あいち医療ツーリズム協議会（仮称）」を設置する。 

 (2) 関係機関と官民一体となった医療ツーリズムの推進 

関係団体と連携を図り、官民一体となって医療ツーリズム実施医療機関を

支援する。 

 (3) 先進事例の情報提供など県内医療機関への医療ツーリズム推進に向けた取

組の支援 

課題の解決策や具体的な取組について、先進事例を発表するシンポジウム

を開催するなど、医療機関の外国人患者受入れが円滑になるよう支援する。 

 (4) 海外への愛知の医療ツーリズムに関する情報発信の強化 

認知度を高めるため、医療機関のホームページに多言語での専用サイトの

作成や、海外の関係者に愛知の医療を紹介するなどの取組を実施する。 

 (5) 国際医療コーディネーターの活用による円滑な医療ツーリズムの実施 

外国人患者を円滑に受入れるため、国際医療コーディネーターを育成・確

保し、その活用を図る。 

 (6) 国家戦略特区による規制緩和の活用 

    医療ツーリズムの妨げとなる規制を緩和し、医療ツーリズム推進の環境を整

える。 

資料１ 


